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第� 13岡アンコールワット国際ハーフマラソン� 2008
 
12月7日(日)アンコールワット周囲特設コースで

本年も世界中から多くの参加者を迎えて盛人1こ開ltia

されました。

年々 、 認知度も高 くなってきており、 参加国42ヶ

国、参加者2945人(ランナー:2，593人、ウオーカー:� 

198人、パイカー:154人)となり、前回を約500人ヒ

回る大会となりました。障がい者の参加も� 75人と大

氏で、彼は今年の北京オリンピックにカンボジア代表

選手として山場しました。

場内は、日本からのボランティアさんも、コース誘

導、完走賞配布、水配布と大活躍でした。

前日� 6日は、昨年のようにフレイベントとして、 遺

跡内で、ウオーキング� (HG主催) とバイクレース� 

中高にI曽JJOしました。 fDがありました。11主llage Focus Intemational(Vi

天候も、 20 0C~260C とさわやかな気候に恵まれ、走

りやすい条件でした。

租 1=1は、ハーフ(男・女)、 10キロ (男・女)、 5キ

ロ(女)、市いす、義足、� 3キロファンランと早朝のア

ンコールワッ卜遺跡内、特別周囲コースに選手が次々

とスター卜してp きました。

ノ1ーフマラソン男子の1位は、以前も本大会で峰肪

し、かすみがうらマラソンに招nされたHemBunting

夕方には前夜祭が開催され、カンボジア観光大使、

在カ ンボジア 日本大使をはじめ、関係者やマラソン参

加者など、多くの人がつどいました。

大会を支援してくださるスポンサ一、現地でボラン

ティアをして下さる方、大会準備に汗を流す方、競技

に参加くださる方、それぞれの皆械のおかげと紙面を

借りてお礼11]し上げます。

ありがとうございました。

ハーフマラソン男子入賞者 ウォーキンク後:のレクリ工ーション 手をふりな力、ら走る有森代表� 

AWHM2009は、� 2009年 12月6日(日)開催です!



チェイ小学校体育科指導会� 

12月8-9日 公立チ工イ小学校(シェムリアップ州)

第13回アン コールワット 国際ハーフマ ラソンが、盛大

に開催された翌� 8FIから、� 7月にできあがったばかりのカ

ンボジア王国小学校体育科学習指導書を用いて、初めて

の教員に対する指導会が実施されました。

チェイ小学校ほか近隣� 5校の全6校の小学校教員� 30名

と、教育省からは、将来、ナシ ョナルトレーナーとして

ワークシ ョップの指導員 となる� 5名と、日本か らは岡山

県国際交流推進機構の専門家指導員、� HG会員ボラン

ティア を含む� 33名が参加しました。

論議と実践を組み合わぜた授業で、体育の授業になじ

みがない教員達も、実習では驚 くほと、高い運動神経で、と

ても熱心に取り組んで、いました。

言葉の壁はあって も、日本からの指導員やボランティ

アと先生方はとて

も親しく なり、夜

の交流会はと ても

盛り上がりました。� 

9日は、 前日学ん

だ指導案をもとに、� 

4、5、6年� (1クラ

ス40名)の児童た

ちに、カンボジア

の先生方による 、ぃ

陸上・サッカ ー・/� " 

スケ・バレ ーの実

践授業が行われま

した。始めての本格的な楽 しい体育授業に、 運動場いっ

ぱいに笑い戸と散声がわき、これか ら体育の授業が広

がっていくことをみな石在{言しました。

今回の指導会に先立ち、同校の運動場の整備が行われ

ました。(岡山県補助金交付事業)

。サッカーコ ート� 1岡� 

Oバレーボールコート� 2匝i
。バスケッ トコート� 1由

。陸上� 50メートルコース� 4連� 

O陸上砂場 (阿・ 高飛び兼用� 1D因
。陸上(小) トラ ック� 1連

教育省から参加した� 5名は、将来ナシ ョナルトレ ー

ナーとしてカン ボジア全土の先生方を指導 されることに

なるので、 熱心に取り組まれました。今後も� HGはカ ン

ボジアに本格的な保健・体育科授業が浸透するように支

援したいと思います。

陸上運動の指導者として参加

今回、ツアーへ参加するに当たり、

大学から一人で参加していたことも

あり、 「友達できるかなあ…カンボジ

アの先生相手に指導なんてできるの

かなあ…jと、不安だら けで、恐る

恐る と参加しま した。 しかし、非常

に密度の濃� L渇日間を過した今、非常

に誇らし く、すがすが しい訂作ちで、

岡山空港に降り立ちました。

まず、今回の指導会は、自分達が

指導者として、カンボジアの先生に

学習指導要領に基づく体育指導法を

指導 し、先生がそれを基に指導案を

作成、 翌日それを基にした研究授業

として実践、という 流れでした。指

導は決して簡単なものではありませ

んでしたが、通訳を介して� 1つ1つ埋

解しても らうまで全力で、「言って聞

かせてさせてみせ」を繰り返しまし

た。その結果、 先生達による研究授

業は大成功を収め、最後には会場一

体となって拍手喝采が起こりました。

先生方も自分たちの全力の指導に、

岡山大学大学院 光永知己

全力の段業で応えてく れました。

前日の努力が実を結んだその時の

感動は、� Hキ聞が経った今でも うま

く表現できませんが、一生忘れる

ことはないでしょう 。激 しい感動

のあまり 「何も言えねえ� J状態で

した。

また、研究授業の後に、先生達か

ら!也想を聞く 時間がありました。そ

れぞれに異なることをおっしゃられ

ていましたが、体育の指導要領も無

い、という状態にも関わらず、陸上

運動を通して、体育の本質を学び取

っていたことに驚かされました。実

践を通して学ぶこと、与えることが� 

L功、に大きいか、改めて思い知らさ

れました。そして、 一度の授業を通

してそごまで学び取ってしまうカン

ボジアの先生方の教育に対する姿勢

にも驚かされました。その姿勢を持

って、今回各学年で行われた指導を

士で共有、更なる実践を重ね|司先生

ていけば、必ずカンボジアの子ども

達に も、体育、スポーツの持つ本質

的な素晴 らしさを理解してもらえる、

そう 確信 しました。

最後に、今回の指導会を企画・運

営してくださ った方々、 高い意識を

持って参加された方々、みんなの力

がひとつとなって素晴らしいものを

創り上げることができました。また、

今までの積み重ねがあ ってこそ、 自

分たちの指導によってカンボジアに

おける体育のスタートを切ることが

できました。皆様に、 心より厚く、 厚

く、御礼申し上げます。今後より 一

層のカン ボジア体育の発展をお祈り

するとと もに、私も機会があり まし

たら右投力ながらお力iZRえしていけれ

ばと思います。オークンチュラン!



極重邑新一レドケア� M 一建設

建設技術移転事業第� 2期工事

昨年の男子寮に引き続き、今年は女子寮を大隅棟梁の

指導の下、建築中。� 

HGCYA-JYA 

「健康のため、衛生に注意しよう!J 
9月8日-16日、プノンベン� 1校、シェムリアップ 1校

今回は、手洗いや歯磨き、 煮沸

した水を飲むことなど 「自分の

衛生� :hygieneJと、ゴミはポイ

ポイ散らかすのではなく、きち

んと決められた場所に捨てて、

清潔な環境を保とうとい う 「ま

わりの衛生� :sanitationJの2点を

中心に小学校での衛生キャンペ

ーンや清掃活動を企画。また、 子

どもたちが楽 しく活動に参加で

きるよう、制やクイズ、紙芝居などを取り入れて活動した。� 

5月初めから� 9月にかけて、カンボジアを中心に合計� 

13同の事前 ミーティングを行った。

今回の活動は、自分たち 自身の行動を見直すことにつ

ながり、また、ミーテイングや勉強会を行って、� HGCYA

は日本で行われているゴミ削減の工夫や衛生に対する意

識などを学び、� HGJYAはカンボジアの衛生状況やごみ

処瑚に|到する呪状を学んだ。そして互いに学びあうこと

は、� HGCYA-JYAそれぞれの自国の現状や問題点を振 り

返る事につながり、自分が知った事を周りの人にも伝え

ていくことも藍民であると考えた》� 

ミ ティング中

HGアジア地域事務所長 就任のご挨拶 柳田 信一� 

8月1日よりアジア地j成事務所(プノンペン)所長に

就任いたしました。

尚、山口前所長はプロジェクトマネジャー兼所長代

理として当地に引き続き滞在し、小''[:校体育科教育、

保健教育の展開に尽力 していただき、私はアンコール

ワット 国|探/、ーフマラソン運営支援、その他プロジェ

クト、 事務所管理全般を担当いたします。決して恵ま

れているとはいえない環境で任務に励む日本人駐在員、

及び現地ナショナルスタッフの皆さんが仕事に安心し

て励むことができる体制を作ること、そしてナショナ

ルスタッフが 日木人!日:在員が不要となるぐらいまでに

育つ支援をすることを最重要課題と認識し、 業務に励

んでまいる所存ですので、ご指導、ご鞭槌をよろしく

お願いいたします。

私は2006年8月に民間企業を定年退職、在職中から

考えていた企業での経験を生かせる海外での非首利活

動の仕可jJを探している時に、縁あってハー卜・オブ・ゴ

ールドの皆さんと一緒にカンボジアでの支援活動に足

を踏み入れました。

企業とは異なる� NGOの組織運首に戸惑うこともあ

りますが、少しでも 『スポーツをする機会を提供し、そ

れによりカンボジアの社会が良くなることに貢献す

るJ活動に足跡が残せれば、と考えております。

改、、カンボジアの社会はまだまだけ組みが不十分で

めていかなくてはならないことが山積 しています。経

済的に恵まれていない人も 多いし、 治安も良くありま

せん。でも、カンボジアで生活していて強く 感じるこ

とは、キラキ ラ輝 く若い人が大勢いるということで

す。 昼間働き、 夜大学で、勉強する人は珍 しくありませ

ん。自分も生活費に苦労 しているのにボランティア活

動に励む人もいます。こういう 若い人たちが社会を動

かすまでには長い時間がかかるでしょう。でも、大河

の一滴でも、それが少しずつ大きな流れになるのです。

私はカンボジア駐在中にできるだけこうした若い人た

ちと交流し、色々な形でお手伝いをしたいと思います。

ノ、ート・オブ・ゴールド会員、関係者の皆掛も、 是

非、カンボジアを訪れ、ご自分の 目でカンボジアを見

てください。そして、 自分の回を良くするために頑張

っているカンボジアの人たちへのご支緩をよろしくお

願いいたします。



.......................................... 
ソッキイアさん

HG10周年記念交流会・西日本
 
外国人による


日本語弁論大会で優秀賞 9月13日、 会場となった川村義1'1支(株)大


東工場の義肢義足資料鮪と工場の見学後、


プレゼ、ンホールにて交流会を行いまし た。


萩原理事長、有森代表、武藤西日本支部リ


ーダーの出 m~のもと、感謝状の授与式、そ

して、 川村社長、高橋明氏(アダプテッ卜

スポーツ代表)、有恭代表ら3名による義肢義足についての記念対談。その後、

朝から準備して頂きま した有名パン屋のサンドイ ツチやデザートなどで茶話

会が始まり 、日頃よりボラ ンティ アやマ ラソンツアーなどで顔見知りの出席

者が多く、 楽しく 会話が弾んで、いま した。

第� 2回吹田中の島チャリティ・バイアス口ン� &3時間走
 

9月� 14日� (日) 中の島公園~神崎川河川敷特設コース(吹田市)

来日してから半年が過ぎ、 学校


生活にも寮生活にも慣れました。 昨年から 「耐久� 5時間走」を改め、小学生から参加出来る簡単なゲームを


夏休みには神戸の病院で看護補 取り入れた["J'¥イアスロン(二人リレーとゲームを行う)Jの種目を追加し、従


助の体験を� 10日間行い、 看護断Iiへ 来の時間走は3時間に短縮 しての開催となりま した。


の夢をさらにiI怒ら ませました。� 大会当 日は、少し暑い感じの日差 しの好天の中で開催する事ができました。
 

11月30日(日)には、第� 25回 「外 1 時間早くスター卜した� 3時間走も順調に進んだ頃の11時からバイアス ロン


国人による日本語弁論大会J(岡山 のスター卜が始まり、� 3時間走ラ ンナーとバ


国際交流セン ター・国際会議場、テ
 イアスロンランナーで走路が花盛 りとなり、
 

ーマ「あなたの国、わたしの国」、出
 J，¥イアスロンは周囲毎のゲーム(玉入れ、吹

き矢、弓矢、水鉄砲のどれか一つ)も競L、合いカンボ["人)に出場。19ヶ国7場者

ながら 、ゲームに挑戦する親子、夫婦、友達


て日本語で述べ、見事に優秀賞を 同士と応援しながらの楽 しく微笑ましい雰囲


獲得 しました。� 気が伝わってきました。


ジアの生活と日本の生活」 につい

第 25回おがち健康マラソン 第� 14回浦安チャリティ・ウオーク
 

10月5日(日)湯沢市立雄勝中学校グラウンド Walk for the Children (世界の子ども達のために)
 

11月16日(日) 浦安市運動公園
 

天候に恵 ま
 主催:浦安口ータリークラブ

れた秋晴れの

なかで、� 2歳の 今にも降り だ

ガ1. .r);: しそうな天候の

のお年寄 りま

]1尼から� 87i

なか、募金を干に

での市民が集� した親子ずれや� 

L¥まさ l二j出J!X OL 、サラリーマ

スポーツクラ ン、シルバーの方

ブの 目的でも 々車いすでの参

ある、世代や男女の区別な く、 押さんがスポーツを通し 加の方々が、ディ

て交流を深めた。 ズニーラン ドのそばにある運動公園に集まった。昨年は

また、会場内にはカンボジアからのお礼の手紙や写真 どしゃ降りでの開催だったようで、「今年はいい天気だな

が伺示されており、こまちハー ト・ オブ・ゴールドの国 あjとの声も。浦安のホテルの美l床しい料理が格安で食

際協力活動の様子がよくわかった。急、溢参加できなくな べられること も、このウオークの魅力のよう です。

った有森代表の代わりに、宏、水見千子さんかりレセロナ ・ これまでベトナム、フィリピンの子ども達への支援を

シドニーオリ ンピック日本代表、� 5000メー トル)がゲスト 杭けてこられており、 今年は、カンボジアの子ども達に

ランナーとして、子ども達へのウオーキング指導を行っ も支援をいただけることになりました。参加者は、約500

たり、 マラソンに参加し た。 人で、ボランティアの方もたくさん活躍されていました。

ご支援・ご協力ありがとうございました。� HGではこのようなチャリティーイベントを募集しています。ぜひご紹介ください。



活動報告会開催� (NGO7I A )lにて)� 

10月17-18日、岡山国際交流セ ンター .7月� 
11キ$W

通信発行HG5. 18日の報告会では、アジア地域事務
悼:3. 探者五5祭� 

26. イン ターアク ト岡山地|ヌ大会[布森代表講演1 
五|20. 	 LI本|際 ドラゴンボー ト大会所の山口拓が、また 「カンボジアで兄

た工作、聞いたこと、考えたこと 」と題 28-29 II市業報告別CAI::問、つくは、大学) 
1.3・8月ルダム清心女子大学 (佐伯型子、高杉 授業研修会ESD 6. 

安恵、黒崎千弘、新家祐 9-11. IMI山県高校生の集い[ス ライミー ソッキイ アJ 

ICA!i'iの根技術協力事業 (小学校体育不|指導告作成)完fし、HGCYA-JYA参加大学生、ノート ] 

13. ]ICA7.ロジェクトク ロージ ングセレモニー(カ)� 
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子)4名が発表。17から� 留学終了)スライ ミー帰国 (7.1
18日、� HGブースも開設

し、 活動パネルの展示、

オリ ジナルグッズの販

咽 '1;]山大学スタ ディツアー受人(カ)� .9
 月� 
31.. 刻空ドラゴンボート 大会	 

カ) 
12. ]ICA !;i.の根技術協力事業、~討終報告会 (J ICA カンボジア) 

13. HG10周年記念焚流会/丙日本� 

15. 2008ステアレース� ポ京大会� 

2 参加型開発勉強会参)]JI、|前!大 ミッシ ョンとの交流会(カ) 
8-16. -A活動(HGCYA]Y

X1masチャリテ ィ・ディナー� at三井倶楽部� 14. 第2回吹問中の砧チャ リテ ィ バイ アスロン� &3時間走� 

12月19日(金)

今年で第3回目となる会に� 117名 もの方々に参加して

頂き盛大にIJfJ催されました。お食事のあとは、 桑名正弘

さんのミニコンサー卜、 森末慎二 さんのオリン ピック活

語を楽 しみま した。チャリティ ーオーク ショ ンでは、王、

清原、桑田、ダルビ ッシ ュ選予な どからのサイ ン入り

パッ トやボール、北京五l陥で活躍した北島、 室伏、浅原

選手他のグッズn そのほか歌手、タレント、ス ポーツ選

手など多 くの方々のご協力をいただき、今回この会から� 

2，371，000円のご寄付をいただ きました。

関係者の背様に篤 く感謝いたします。

着任挨拶 中島美穂

はじめまして、この6円1日より� HGアジア事務所に赴

任 しました。� 

5月31日夜、むっとするような暑 さのプノンペンにお

りたち早半年が過ぎました。首都プノンペンは小さ い町

ではあり ますが、日々新たな発見があり、 興味は尽きま

せん。思っていた以上に英語が通じるのでカンボジア詔

1ソソキイア国際協力フ ォー ラム[ICHUO恒>;fi1O 1.8-1
24-28. ESDユネス コ凶|祭会滋(岡山市).10月

2

5 おがちfill日〔マ ラソン� 
18.	 瑚山� NGOフェスタ/活動報告会� 
19. 	 第231口|ヒロシマ MlKANマラ ソン(江田品市)

チャリ テイラ クロスフェスタ� in東北工業大学� 
24 .	 品l山大学 ~ IHIt [山口 l 
29. 	 全凶体育教育研究会(盛岡市)� 
31. 	 NIPPONSYMPHONYCONCERT.11月� 
15. 州安ロータリークラブ/チャ リティウ ォーキング大会� 
.12月� 
5. Av.，守1Mスタディツア ー出発
 
6 アンコールウ ォーキング、AWHM前夜祭 
  
7. AWHM2008 
8-9. チェイ小体育科指導会(均� 
19. 	 HGクリスマスチャ リティ ディ ナ-
23. 	 有森杯山陽女子ロードレース� 
27. 	 HG3ill信発行

この冬も登ります!
 

HofGチャリティー耐寒登山


今回で� 31m目を迎え ます。会貝親11宅登111、向然(マイナス

イオン)を満喫してみませんか?

大阪で|唯一樹氷(	 山に登l!神雪があれば〕が柿闘で有名な金

はまったく話せないまま、 数字を少し覚えた程度ですが

市場での買い物もなんとかできるようになりました。

アンコールワ ット 国際ハーフマ ラソ ン、小学校での体

育科指導会がなて続けにあり、準備に追われていま した。

目の前に来 ることをどうにかこうにかこなしていくこと

ってみませんか?

ご友人、 ご家族等会員以外の方の参加犬歓迎� 

LI 時� 2月15日(日叫日) 小雨、 r~雪決行
集合fI与問� 10時� 10時 30分出発予定

参 加 賀' 干500(すべてチャリティーとさせてmきます)

集合場所 金剛山登山口徒歩2分、さわやかトイ レ前駐車場

飲料水、着替え、弁当、)、キH初雪アイゼン(持ち物 おやつetcで精一杯で¥気づくとすべて終わっていたというくらい

です。

小学校では、ボールを持って離れない子どもたち 、と

てもうれしそうにボールで遊ぶ子どもたちを見る につけ、

もっとがんばろうと気持ちを新たにしました。まだまだ

未熟でマラソンでお目にかかった多くのボランティアの

方々の足元に も及ばない程度にしか役に立ちませんが、� 

HGの一員として日 々精進 してまいり たいと思います。皆

憾のご支援ご指導ご鞭揺をどう ぞよろしくお願いします。

集合場所への交通機関

<南海電車利用>南海高野線、難波駅ー河内長野駅、

パス、 金剛iJlロープウェイ行き、 金剛笠山口下車。

<近鉄電車利用>南大阪線、近鉄阿倍野橋一古市~富田林、

パス、千平総 金剛登山口下車。

※~円の↑主我、 疾病につき ましては個人の貞任に於いて

参加して下さい。

※参加確認は致しません、 気!降に参加下さい。呪地集合、

現地解散� !!※参加希望名位様へ、円頃から歩いておい

て下さいね� 1 1 

カンボジアにお越しのと きは、ぜひご一報くださ い。 ※問い合わせ、辿絡事項「酋FI -Jボランティアリーダ4ζ

会員の皆様にお同にかかる機会を楽しみにしています。� 武藤(090-9753-2074)まで


